
■小布施町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○○町は、中心部に○○川が流れその川を中心とした自然環境豊かな宿場町とし
て発展してきました。 

この自然環境や水環境を後生に残すため、平成○年から生活排水対策（下水道、
農集排、浄化槽）を進めてきましが、人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化
への対応が求められています。 

また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性
を持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、50 年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥処理の集約
化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源
の循環を目指すため、20 年後までの生活排水対策の構想である「○○町 水循環・
資源循環のみち２０１０」を策定しました。 

小布施町『水循環・資源循環のみち２０２２』構想 

令和４年度策定  

 小布施町は、北に篠井川、南に松川、西に千曲川と三方を川が流れその川を中心
とした自然環境豊かな農業の町として発展してきました。 

この自然環境や水環境を後生に残すため、昭和57年から生活排水対策（農業集落
排水事業、公共下水道事業）を進めてきましたが、人口減少や高齢化の進展など社
会情勢の変化への対応が求められています。 

また、生活排水施設は、機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性
を持続していくため、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があり
ます。 
 このため、50 年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥処理の集約
化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源
の循環を目指すため、令和４年度に従来の構想を見直して、３0 年後までの生活
排水対策の構想である「小布施町 水循環・資源循環のみち２０２２」を策定しま
した。 

わが町の指標と目標 

利用者(住民) 

の立場から 

見た指標 

事業者(市町

村)の立場か

ら見た指標 

長期目標(R34)
(2052 年)目標

中期目標(R14) 
(2032 年)目標 

短期目標(R9) 
(2027 年)目標

現状(R2) 
(2020) 

小布施町では、構想の目標年度である30年後までに向けて、利用者（住民）の立場から見た
指標と事業者から見た指標として、県下の統一指標のほか、当町の現状を把握した上で、オリ
ジナル指標を設定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。 

■利用者（住民）の立場から見た指標 
（1）暮らしの快適さと安全を表す評価項目 

Ａ快適生活率(%)：97.5→98.2→100→100 【県下統一指標】 
 目標値の考え方：現在の接続率をさらに 向上させるため、PRを積極的に行います。
① 管渠清掃実施率(%)：50.0→62.0→70.0→100 
 目標値の考え方：10年経過した管渠清掃を計画的に進めていきます。 

（2）環境への配慮を表す評価項目 
Ｂ環境改善指数(%)：0→58.0→68.0→87.0 【県下統一指標】 
 目標値の考え方：水辺環境がより良くなるために、水質保全に取り組んでいきます。 
② 地域内汚泥有効活用率：100→100→100→100 
 目標値の考え方：発生汚泥をコンポスト化し100％町内還元の継続を図ります。 

（3）生活との関連性を表す評価項目 
Ｃ情報公開実施指数(%)：20.8→79.2→80.2→81.3 【県下統一指標】 
 目標値の考え方：下水道に関する情報公開を積極的に進めていきます。 
③ 環境学習実施率：40.0→62.0→78.0→100. 
 目標値の考え方：学習会を通じて生活排水対策や水環境についての環境教育の実施を 

目指します。 
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施設計画のタイムスケジュール 

■事業者（小布施町）の立場から見た指標 
（1）事業の達成度を表す評価項目 

Ｄ汚水処理人口普及率(%)：100.0→100.0→100.0→100.0 【県下統一指標】 
 目標値の考え方：面的整備は100％となりましたが、市街化区域内での未利用地の開発 
         については順次整備を進めていきます。 
④水洗化率(%)：97.5→98.2→100→100 
 目標値の考え方：引き続き水洗化の促進を行い、水洗化率の向上に努めていきます。 

（2）環境への貢献を表す評価項目 
Ｅバイオマス利活用率(%)：98.5→99.7→100→100 【県下統一指標】 
 目標値の考え方：引き続き有効利用を継続し未利用量の削減につとめていきます。 
⑤農集汚泥の県内有効活用率：100→100→100→100 
 目標値の考え方：100％町内還元の継続に努めていきます。 

（3）経営改善の状況を表す評価項目 
Ｆ経営健全度(%)：51.0→60.0→70.0→100 【県下統一指標】 
 目標値の考え方：公営企業化に向け長寿命化計画と合わせ適切な維持管理に努め健全な 
         経営に努めていきます。 
⑥下水道台帳の電子化率：30.0→100.0→100→100 
 目標値の考え方：今後の維持管理を行っていくうえで電子化を順次進め、適正な維持管理

          を行っていきます。 

小布施町では、経営計画に基づき構想の具現化及び目標達成のため、短期、中期、長期及び
超長期にわたっての施設計画等のタイムスケジュールを以下のとおりとしています。 

住民参画への取組 

 維持管理等の年間予算について、「ここに使います今年の予算」事業概要説明書を全戸配
布し周知を図ってきている。今後も継続実施しホームページ等あわせて活用しさらに見やすく
わかりやすい情報公開に努めていきます。 
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生活排水エリアマップ 2022（概要図） 

小布施町『生活排水エリアマップ 2022』 

令和４年度策定  

 小布施町の生活排水施設整備は、昭和57年度の農業集落排水から始まり、平成3
年に作成したエリアマップを基本に順次見直しを行い、平成12年度には面的整備が
100％となりました。 

「生活排水エリアマップ２０１5」では、処理場周辺住民の理解を得ながら、流域
関連市町村との協議を踏まえ、持続可能な生活排水施設の観点から経営計画を長期
にわたって検討した上で、将来的には公共下水道と農業集落排水との統合を検討し
ていきます。 

 

下流処理区終末処理場 

「クリーンピア千曲」 

千曲川 

公共下水道 

農業集落排水

農業集落排水 

北部地区処理場 

農業集落排水 

雁中地区処理場

中野市 

長野市 

須坂市 
高山村 

■「生活排水エリアマップ 2022」の概要 
【短期】現状維持 
【中期】現状維持 
【長期】現状維持とし、公共下水道と農業集落排水との統合を検討します。 
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■人口推移と将来人口 
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行政人口・水洗化人口の推移

行政人口（人） 水洗化人口（人）

災害対策への取組 

近年における気候変動により、全国各地で台風や地震、活発な火山活動など頻繁

に発生し各地で甚大な被害がでており、ライフラインを維持するための対策は重要

な課題です。 

このような状況をふまえ、災害時における下水道業務を円滑に継続させるため平

成 26 年度に策定した公共下水道及び農業集落排水 BCP を令和 2 年度に改訂しま

した。今後は、町地域防災計画との整合を図りつつ地震対策に努めていきます。 

また、被災時のリスクが高い汚水・雨水の下水道施設については、対策浸水深や

対策個所の優先順位を明確化した耐水化計画の策定に取り組んでいます。 
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R5 R9 R14 R34

短期 中期 長期

農業集落排水処理施設 流入量

2地区合計(㎥)

アクションプランへの取組 

生活排水施設の統合について 

（1）未普及地域への取組 
  現在、普及率は100％に達しているため、未普及地域はありません。 
 

 ・未普及地域における今後の取組方針 
  現在、普及率は100％に達しているため、未普及地域における今後の取組みは特に予定

していません。 

■農業集落排水の公共下水道への接続(統合)について 
 ・施設の老朽化や経営状況等を踏まえ、具体的にいつ頃までに統合するか検討する時期にき

ています。先進地の事例調査を行い、メリット、デメリットを整理しながら令和6年度開
始予定で進めている公営企業化の取り組みと合わせ進めます。 
 

 ※小布施北部地区処理場 処理形式JARUS Ⅲ型 昭和62年完成 計画戸数440戸 
 ※雁中地区処理場    処理形式JARUS Ⅰ型 昭和62年完成 計画戸数192戸 

小布施町『バイオマス利活用プラン 2022』 

令和４年度策定  

 小布施町の生活排水施設系から発生する汚泥（バイオマス）は、農業集落排水処理
施設で 全量コンポスト(肥料)化しており、町内の農地や緑地に全量還元していま
す。このため、「バイオマス利活用プラン2022」では、バイオマスを当町で引き続
き集約化し経費節減を図っていきます。 

小布施町におけるバイオマス利活用プラン

汚泥処理については、公共下水道は千曲川流域下水道下流処理区(クリーンピア千曲)で処理

をしています。 

農業集落排水については、雁中処理場の汚泥は北部処理場へ移送し両処理区合わせてコンポ

スト(肥料)化しており全量を農地、緑地等へ還元しています。 

 両施設とも供用開始から約３7 年を経過する中、平成 3０年に２回目の防食等機能強化事業

を実施しました。今後は、従来管理の問題点等の検証を引き続き行い適切な管理に努め、施設

の長寿命化と合わせ汚泥発生量の減量化を目指します。 

４－９－42



■小布施町「水循環・資源循環のみち 2022」構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

0.0

50.0

100.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R5 R9 R14 R34

短期 中期 長期

農業集落排水施設 汚泥量(㎥)

「小布施町」バイオマス発生量予測 

バイオマス発生量 
 
 H23  81.8㎥/年 
 H27  87.0㎥/年 
  R 2   85.2㎥/年 
  R 9   84.0㎥/年 

R14  84.0㎥/年 
R34  83.0㎥/年 

小布施町バイオマス利活用アクションプラン

供用開始以来、北部地区処理場(雁中地区の汚泥含む)で脱水汚泥をコンポスト(肥料)化し町内農
地や緑地等へ全量還元し有効利用が図られています。今後も引き続き、地元還元に努めていき
ます。 

【短期】 
 ■公共下水道 
  ・千曲川流域下水道下流処理区(クリーンピア千曲)で脱水汚泥をセメント原料化 
 ■農業集落排水 
  ・北部地区処理場(雁中地区の汚泥含む)で脱水汚泥をコンポスト(肥料)化し町内農地、 

緑地等へ全量還元 
【中期】 
 ■公共下水道 
  ・千曲川流域下水道下流処理区(クリーンピア千曲)で脱水汚泥をセメント原料化 
 ■農業集落排水 
  ・北部地区処理場(雁中地区の汚泥含む)で脱水汚泥をコンポスト(肥料)化し町内農地、 

緑地等へ全量還元 
【長期】  
 ■公共下水道 
  ・千曲川流域下水道下流処理区(クリーンピア千曲)で脱水汚泥をセメント原料化 
 ■農業集落排水 
  ・北部地区処理場(雁中地区の汚泥含む)で脱水汚泥をコンポスト(肥料)化し町内農地、 

緑地等へ全量還元 
 
 将来：公共下水道と農業集落排水の統合を検討します。 

クリーンピア千曲 

（公共） 

雁中処理区 

（農集） 

北部処理区 

（農集） 
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332.9 339.0
369.5 370.5

309.9 293.7
244.3

195.4

117.2 96.1 77.2
45.7 51.7 50.0 38.2 32.4 22.5

94.5
134.9 116.2 130.0 157.1 167.6

126.1 126.1 126.1 126.1 126.1 126.1 126.1 126.1 126.1 126.1 126.1
173.4 172.0 170.6 169.6 166.3 168.3 167.2 167.2 183.9 183.9 183.9 202.2 202.2 222.4 222.4 222.4 222.4

427.4
473.9 485.7 500.5

467.0 461.3

370.4
321.5

243.3 222.2 203.3
171.8 177.8 176.1 164.3 158.5 148.6

Ｈ22 Ｈ25 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R4 R6 R8 R9 R14 R19 R24 R29 R34 R38 R42

収支グラフ(下水道事業全体)

起債元利償還額（百万円） 維持管理費（百万円）

使用料収入（百万円） 管理運営費(起債元利償還額+維持管理費)

小布施町『経営プラン 2022』 

令和４年度策定  

 小布施町では、昭和63年に農業集落排水が供用開始して以来、公共下水道を含め
た全地区が供用開始済みとなっています。その経営状況は、使用料収入のほか、一般
会計からの繰入により賄われています。 

このため、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、50年先の
状況まで見通した上で、構想の策定目標年度の20年後までにできる改善計画を検討
し「経営プラン2022」を策定しました。 

公共下水道、農業集落排水とも既に面整備は完了しています。 
 全体事業費に比する各事業費の現状について、公共下水道は一般管理費、維持管理費が33.3
％、建設費が1.3%、残65.4％が起債の償還、農業集落排水は資本費を除く一般管理費、維持
管理費が79.4％、残20.6％が起債の償還に充てられています。 
 管渠等の面的整備については公共下水道、農業集落排水とも既に完了済みであり供用開始か
ら35年を超え今後は管渠更新等を主体とする維持管理の時代を迎えようとしています。起債償
還においては農業集落排水は主に汚水管渠の機能強化事業を実施中であり、公共下水道におい
ても今後長寿命化計画を策定し老朽管渠等の修繕を行っていく予定であり、今後は徐々に上昇
していくと予想されます。 
 このような中、安定した健全な経営を目指すため公営企業化の取り組みを公共下水道、農業
集落排水とも令和6年度開始予定で準備を進めています。 

経営計画 

小布施町における生活排水の経営計画 

小布施町経営計画アクションプラン 

短期(R9) 

(2027) 

中期(R14) 

(2032) 
長期(R34) 

(2052) 
構想策定(H22) 

(2010) 

構想期間 H22(2010)～R34(2052) 
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維持管理費予測

人件費 運転管理費(汚泥処理費を含む) 補修費

15％削減 20％削減 40％削減

経営基盤の向上対策 

現在の水洗化率は公共下水道、農業集落排水合わせて 97％代で年々増加傾向にありますが、
反面近年の少子高齢化により人口が減少傾向にあります。安定した使用料を確保するため、現
在、令和 6 年度開始予定で進めている公営企業化に向けた取り組みと並行し安定した経営が図
れるよう料金シュミレーションを行っているところであり段階的な使用料金の見直しを検討
していきます。 

構想策定 

(2010) 

クリーンピア千曲 

（公共） 

雁中処理区 

（農集） 

北部処理区 

（農集） 

R42 H22 R4 R9    R14 R34 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 

構想期間 H22(2010)～R34(2032) 

短期 

(2027) 

中期 

(2032) 
長期 

(2052) 

コンポスト化

(肥料) 

将
来
は 

統
合
を
検
討 

タイムスケジュール 
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現状把握 効果検証結果 見直し方針 

令和２年度末現在の各指標は

次のとおりです。 

 

Ａ:快適生活率指標 96.6% 

実績 97.5％ 

 

① 指標 60％ 

実績 50％ 

 

Ｂ環境改善指標 58.0％ 

実績 0％ 

② 指標 100％ 

実績 100％ 

 

Ｃ情報公開実施指標 79.2％ 

実績 20.8％ 

③ 指標 60％ 

実績 40％ 

 

Ｄ汚水処理人口普及率 100

％ 

実績 100％ 

 

④ 指標 96.6％ 

実績 97.5％ 

 

Ｅバイオマス利活用指数 98.5％ 

実績 98.5％ 

 

 

⑤ 指標 100％ 

 

 

 

 

快適生活率指標は目標を

0.9%上回りました。住宅の

開発が原因です。 

①指標は、目標を 10％下回

りました。 

 

Ｂ指標は、概ね目標どおり進

んでいます。 

②指標は、目標どおり進んで

います。 

 

情報公開実施指標は、ほとん

ど実績がありませんでした。

③指標は、目標どおり進んで

います。 

 

汚水処理人口普及率指標は、

処理区域の面的整備が完了し

ており目標の 100％を達成

しています。 

④指標は、目標を上回りまし

た。 

 

バイオマス利活用指標は、目

標どおりであり、汚泥肥料と

しての有効利用を継続して進

めています。 

⑤指標は、目標どおり進んで

います。 

 

 

 

Ａ指標 100％は、令和 12

年度から令和 14 年度に移行

します。 

①指標は、順調に伸びており、

初目標に沿い進めます。 

 

Ｂ指標は、当初目標どおりに

進めます。 

②指標は、当初目標どおりに

進めます。 

 

当初目標を精査し見直しを検

討します。 

③指標は、当初目標どおりに

進めます。 

 

現状どおりに進めます。 

 

 

 

引き続き、100％を目指し

普及を図ります。 

 

引き続き、100％を目指し

有効利用を図ります。 

 

 

⑤指標は、当初目標どおりに

進めます。 

 

現状把握と効果検証 

小布施町「水循環・資源循環のみち２０１５」構想の見直しに当たり、事業者が構想にお
ける現状把握と効果検証を行いました。その結果は次のとおりです。 
また、その結果を基に今回見直しを行いました。 
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Ｆ経営健全度 29.0% 

実績 51.0％ 

⑥ 指標 50％ 

実績 30.0％ 

 

F 指標は、目標を大きく上回

りました。 

⑥指標は目標を下回りました

が、着実に進められていま

す。 

 

引き続き、健全経営に努め目

標を再設定します。 

⑥指標は早急に整備する必要

があり、目標達成年度を早め

て見直しします。 
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